
浜松市環境配慮指針手引書 P5参照 

浜松市環境配慮指針手引書の使い方 
開発事業の実施にあたっては、「構想」「計画」「工事」「供用」の各段階において、実行可能な

範囲で環境への影響を最小限にする必要があります。 

開発事業の各段階において確認する浜松市環境配慮指針手引書の各章の項目と検討する環境配

慮事項を、以下の手順に示します。 

第 1 章 環境配慮指針の概要 

1 環境配慮指針の趣旨 

2 対象とする開発事業 

3 本書の使い方 

第 3 章 開発事業地の情報 

1 環境に関連する法令・計画等

2 開発事業地及びその周辺の 

環境特性 

3 行政区別環境情報図

第 5 章 

1 開発事業と環境への影響 

2 環境配慮の実施手順 

3 環境配慮事項の選定 

4 環境配慮チェックシート

評価及び環境への配慮

構想の変更
による影響
の回避・低
減・代償措
置を実施す
る 

環境配慮の
技術・工法
を決定する 

環境影響の
回避・低減・
代償措置に
向けた具体
的な計画を
策定する

工事中の環
境影響を低
減する

良好な環境
を維持して
いくための
環境保全対
策を実施す
る

第 2 章 

1 対象とする環境要素 

2 環境保全措置 

3 土地利用区分別の配慮 

4 生活環境への配慮 

5 生物多様性への配慮 

6 快適環境への配慮 

7 地球環境への配慮 

浜松市環境配慮指針手引書

環境配慮の基本的考え方を確認する 

構想 計画 工事 供用 

対象とする
開発事業等
を確認する 

第 4 章 行政区別の地域特性と環境配慮の方向を確認する 

関連する法令・計画や開発事業地の環境特性を確認する 

該当する開発事業別環境配慮事項を確認する 
①開発事業と環境への影響について確認 
②
③環境配慮チェックシートを自己チェックして、
環境配慮事項に対する技術・工法を検討 

構想の変更
の必要性を
評価する 


